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12 がつ みどり 1 くみだより（２歳児） 
 
 
 
 
園庭や公園の木々の葉っぱも散り、朝・晩は空気がひんやりとつめたくなり冬の気配を感じます。緑組の皆

は「子どもは風の子」の言葉通り寒さに負けず友だちと一緒に追いかけっこをしたり、乗り物に乗ったり、元
気に園庭で遊んでいます。それぞれが自分のペースで大きくたくましく成長し、体力的、精神的にも自信をつ
け始めてきています。「ボタンできたよ～」「いっぱい走ったよ～」など、生活面、運動面で「自分でできる」
喜びを感じているようです。これからも子どもたちが自信をつけていく姿を見守っていきたいと思います。 

 

『遠足に行ってきたよ♪』 

 バスに乗って、「黒野駅レールパーク」に行ってきました。バスに乗った子どもたちの目はキラキラしてい

てすごく嬉しそう。レールパークに着いて電車を発見し、「あっ、電車だぁ～」、「乗ってみたいね」と大興奮。

大型遊具にも挑戦しました。初めて遊ぶ遊具でしたが自分たちで考えて上にのぼっていく子どもたちの背中が

たくましく見えました。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
●子どもが安心して元気に生活できるために保育教諭が子どもにすること 
○保育室内の温度や湿度に留意しながら、暖房器具や加湿器を使用します。また、換気も行い室内との温度差

が大きくならないようにします。 

○苦手な食べ物にも挑戦してみたり、少しでも食べる事が出来たりしたら一緒に喜びます。 

○自分の身の回りの事を自分でやってみようとしている時には見守ったり、出来ないところは援助した 

りして、自分で出来たという達成感を得られるようにしていきます。 

○寒さが厳しくなってきますが、かけっこ等で積極的に体を動かし、温まる遊びを多く取りいれていき 

 ます。 

○トラブルが起きた際にはお互いの思いを聞き、お互いに思いを伝え納得出来るようにしていきます。 

また、自分でも相手に思いを伝えられるように言葉を掛けていきます。 

●子どもの遊びや教育的活動  
○前開きの服やボタンのある服に興味を示し、出来るところまでやってみようとします。 
○鼻水が出たら保育教諭に知らせたり、自分でティッシュで拭いたります。 
○戸外で身体を動かして遊びます。(鬼ごっこ・乗り物・アスレチック) 
○大型アスレチックにも積極的に取り組み、出来た事の達成感を味わいます。 
○好きな話を友達と一緒にわらべ歌や身体で表現して繰り返し遊びます。 
 



 

～進級に向けて～ 
    

＊進級に向けて、少しずつ「自分でできることは自分で」を生活の中で身につけていけるよう 
 にしていきたいと思います。朝の登園時の身じたく（コップ・手ふきタオル・カバン等の 
 片づけ）をお家の方と一緒に行ってください。 
 
＊給食時に使用しているプレートの食器から、赤組で使用する食器に変えていきます。年明け 
 よりナフキンを使用しますので準備をお願いします。スプーン・フォーク・箸は必要ありませ 
 ん。 
 給食袋に入れるもの：ナフキン・コップ（すべてに記名をお願いします） 

 

<お願いします> 
 

○子どもたちは活動的ですので、厚着は活動に支障をきたします。できるだけ薄着の習慣をつけてください。
ただし、朝夕は寒いので、調節ができるように上着を使用されると良いと思います。上着にも必ず記名を  

 お願いします。 
○爪は必ず短く切ってください。遊ぶときに大変危険ですので、週に一度は点検し、切るようにしてください。 
○これから風邪のシーズンです。戸外から帰った後の手洗い、食事における栄養のバランス、十分な睡眠等 
心配りをお願いします。 

 

 

 

『見て見て、ぼくのお兄さんパンツ』 

 
トイレでの排尿が成功する日が続き、オムツに出ていないことが多くなったＡくん。「Ａくん、お兄さん

パンツ履いてみようか」と尋ねてみると、「濡れるで嫌」と首を横に振りました。「Ａくんのかっこいい

お兄さんパンツ見たかったな～」と伝えると、「じゃあ～明日、履くね」と言い、指切りをしました。 

 次の日、「昨日、約束したから、お兄さんパンツ履けるかな？」とＡくんに言うと、「嫌、明日、履く」

と首を横に振ったので、もう一度指切りをして約束をしました。指切りをする日が続くこと１週間が経

った次の日の朝。「おはよう」と元気に登園してきたＡくん。「見て、見て先生・・・」とこっそりと見

せてくれたのはＡくんの大好きなウルトラマンが描かれたお兄さんパンツでした。「すごいね、Ａくん、

お兄さんパンツ履けたね。ウルトラマンかっこいいね」とＡくんとハイタッチをして一緒に喜びました。

その日から、毎日ウルトラマンパンツを履いてきてくれるようになり、成功している日が続いています。

パンツの後ろに描かれた大好きなウルトラマンを前にして履いてくるくらいＡくんにとってお気に入り

となりました。 

 


